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　本シンポジウムは，国際協力関係者等と算数数学教育専門家等とが一同に会し，今後の教育協
力の展開への眺望を得ることを目的としています。昨年は，教育の質的改善を目的としたJICAプ
ロジェクト経験を共有し，今後の取り組みへの手がかりを得ました。今年度は，識字力 (Literacy)
と同等に「万人のための教育(Education for All )」の主要課題に数えられる Numeracy（経済生活で求
められる計数能力、算数数学的思考力）の育成に焦点を当て，その改善への課題を検討します。

Keynotes　Numeracy 育成への展望

Alan Bishop (Monash University – Australia)
Numeracy育成への異文化的展望

Max Stephens (University of Melbourne – Australia)
Numeracy育成のカリキュラム的展望

Sat Khoh Lim-Teo (National Institute of Education – Singapore)
持続可能な社会の実現のためのNumeracy育成への展望

Topics　途上国におけるNumeracy育成と教育協力方略

日本の教育経験とNumeracy育成
途上国各国における“Innumeracy”への挑戦
Numeracy育成のための教育協力方略
討議
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